
令和７年度  教 育 計 画 

                 西予市立石城小学校  
学校番号 051    

校長名 上田徳彦 学級数 
７ 

（２） 
児童数 68 教職員数 10 

〇 個人の能力を伸ばす場 
〇 自立的に生きる基礎を培う場 
〇 社会の形成者としての資質を養う場 

〇 やすらぎの場 
〇 しつけの場 
〇 みとどけの場 

〇 学びの場 
〇 交流の場 
〇 貢献の場 

 

自ら学び、たくましく生きる子どもの育成 

ゆかしく かしこく たくましく 

 

 

学  校 

 

 

 

 

家  庭                      地  域  

礼儀正しく 

思いやりのある子 

自ら考え、 

進んで学習する子 

心身ともに 

たくましい子 

１ 学習習慣を確立する 
２ 進んで読書をする 
３ 主体的に学ぶ 
 
 
 
・基礎・基本の定着 
・学びタイム(朝読書) 
・自主学習の充実 
・ICT の効果的な活用 

 

１ 生活習慣を確立する 
２ 決まったことを守る 
３ 心と体を鍛える 
 
 
 
・早寝・早起き・朝ご飯 
・生徒指導の充実 
・当番活動や清掃活動 
・課外活動の充実 

 

１ 自他を大切にする 
２ 礼儀正しくする 
３ ふるさとから学ぶ 
 
 
 
・元気なあいさつ活動 
・愛顔があふれる学校 
・交流活動での学びあい 
・地域から学ぶ活動 

キーワード  笑顔と感動のあふれる学校 

ふるさとのよさを大切にした特色ある学校づくり 

家庭・地域に開かれた信頼される学校づくり 

学校運営協議会 

連携・協力・情報交換 

連携・協力 

情報交換 

連携・協力 

情報交換 

意見・情報提供の努力義務 

説明・承認・意見 

学校評価 
 
・ 自己評価・学校関係 
者評価の実施と検証 

・  結果の公表 

保 育 所 
中 学 校 

連携・協力 

情報交換 

 



 

 

 

 

 

重 

 

点 

 

目 

 

標 

【重点目標】 

１ 地域と連携した特色ある学校づくり、信頼される学校づくりに努める。 

２ 基礎・基本を定着させるために、指導方法の工夫改善に努める。 

３ 安全・安心な学校づくりのために事故等の未然防止に力を入れる。 

４ 「働き方改革」を意識した学校運営や地域人材による学校支援体制づくり

に努める。 

５ 道徳教育・特別支援教育を核として、思いやりの心を大切にする教育に努

める。 

【重点項目】 

１ 確かな学力の定着と向上 

２ 学校・家庭・地域が連携した特色ある学校づくり 

３ 生徒指導の徹底と健全育成 

４ 道徳教育の充実 

５ 健康・安全教育の推進 

６ 特別支援教育の充実 

７ 人権・同和教育の推進 

８ 教職員の資質・指導力の向上 

９ 教職員の働き方改革の推進 

 

 

 

 

 

管 

 

理 

 

運 

 

営 

１ 人的管理   

⑴ 教育公務員としての自覚を持ち、服務規程を遵守するとともに「不祥事防

止のためのチェックリスト」等を活用し、信用失墜行為の未然防止を行う。 

⑵  教職員一人一人の特性を生かした組織的な学校運営を行い、愛顔あふれる

職場づくりを行う。 

⑶ 時間外勤務時間の削減をはかり、教職員の心身の健康の保持とワークライ

フバランスをとるための業務内容・業務量の改善を行う。 

２ 物的管理 

⑴  児童及び教職員が過ごしやすい教育環境づくりを行う。 

⑵  事故の未然防止のための定期的・日常的な安全点検を行い、危険個所の早

期発見・早期対応を行う。 

３ 事務管理 

⑴  共同学校事務室との連携により、法令を遵守した適正で速やかな事務処理

や管理を行う。 

⑵ 個人情報の適切な管理を確実に行うとともに情報セキュリティの遵守・徹

底を図る。 

⑶ 施錠の管理、金銭や書類の管理の徹底、盗難や火災の予防に努める。 

 

本

校

教

育

の

特

色 

 本校は、田園地帯に位置し、四方を豊かな自然に囲まれている。そのような

立地条件を生かして、石城ロマンの里と連携した年間通しての米作り体験や関
係機関と連携したツルやコウノトリと共生する自然保全・地域社会づくりなど、
地域に根ざした教育を展開しており、本校教育の特色となっている。また、米
作りとの関連でわらぐろ作りやわら細工など石城地区に残る伝統技術の継承を
目的とした体験活動も年間を通して行っており地域住民とのつながりが非常に
深い。 
また、近隣校である宇和特別支援学校との交流も長年にわたり定期的に行っ

ている。 

 


